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神
輿
庫
　
明
和
四
年
（1767

）
建
築
。

神
　
庫
　
享
保
十
九
年
（1734

）
建
築
。

神
　
厩
　
天
保
三
年
（1832

）
改
造
若
し
く
は
建
造
。

　
そ
の
他
手
水
屋
、
唐
獅
子
、
石
燈
籠
、
石
鳥
居
、
石

の
注
連
柱
等
あ
り
。

　
境
内
正
面
の
鳥
居
は
高
さ
一
丈
五
尺
に
し
て
、
境
外

東
面
の
鳥
居
は
高
さ
一
丈
四
尺
と
す
。

宝
　
物

土
佐
光
信
等
横
物
金
箔
地
彩
色
音
楽
舞
図

　（
文
政
三
年
　
八
月
太
田
直
養
寄
付
）

松
木
彫
刻
手
長
　

　
一
尺
八
寸
竪
一
尺
四
寸

鏡
一
面
　

　
径
一
尺
裏
雲
形
青
銅
重
量
六
百
五
十
匁

同
鏡
一
面
　

　
円
形
径
七
寸
裏
面
に
鶴
𥔎
八
幡
宮
の
文
字

彫
刻
銅

　
重
量
二
百
二
十
匁（
享
保
十
四
年
溝
手
文
四
郎
寄
付
）

太
刀
二
口
　

　
長
三
尺
六
寸
五
分
乳
焼
刃

棒ぼ
う
ざ
や鞘
銘
　

　
備
前
国
長
船
住
横
山
大
和
椽
藤
原
祐
定
作
（
寛
保
二

　
年
八
月
二
十
一
日
地
頭
家
戸
川
氏
寄
付
）

狛
犬
　

　
一
対

　
境
内
社
六
社
、摂
社
八
幡
神
社
品
陀
和
気
命
を
祀
る
。

　
口
碑
に
云
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
の
時
此
地
に
船
泊
り

あ
り
、
里
人
依
て
こ
の
宮
を
齋
き
祀
る
と
。
今
鶴
𥔎
神

社
の
摂
社
と
し
、
合
わ
せ
て
氏
神
と
仰
ぐ
。
祭
日
十
月

二
十
七
日
、
二
十
八
日
。

末
社

大
巳
貴
神
社
（
祭
神
大お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

巳
貴
命
）

八
幡
神
社
（
祭
神
息お
き
な
が
た
ら
し
め
の
み
こ
と

長
帯
姫
命
・
大お
お
さ
ざ
き
の
み
こ
と

鷦
鷯
命
）

鹿
島
神
社
（
祭
神
武た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

甕
槌
命
）
中
古
神
仏
混
淆
の
時

代
毘
沙
門
天
と
称
す
。

素
盞
嗚
神
社
（
祭
神
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

盞
嗚
命
）

稲
荷
神
社
（
祭
神
倉う
が
の
み
た
ま
の
か
み

稲
魂
神
）
池
田
大
学
家
来
、
高
田

宗
竹
の
鎮
守
の
処
正
徳
年
中
当
末
社
に
列
す
。

一
書
に
云
。
御
崎
明
神
又
坤
ひ
つ
じ
さ
るの
御お
ん
さ
き前
、
海あ
ま
べ
の
あ
た
ひ

部
直
、
宮

内
に
て
船
御
前
と
い
う
。

　
海
路
を
司
り
給
う
神
か
。
本
地
毘
沙
門
天
。
昔
は
中

庄
性
徳
院
別※
べ
っ
と
う当
た
り
し
を
寛
文
以
後
取
り
離
さ
れ
た

り
。
そ
の
頃
ま
で
は
祭
礼
の
節
宮
内
よ
り
奉ほ
う
べ
い
し

幣
使
立
て

ら
れ
し
と
い
う
。
又
云
。
御
崎
相あ
い
ど
の殿
八
幡
大
菩
薩
石
清

水
勧か
ん
じ
ょ
う
請
の
故
に
菩
薩
号
な
り
。
或
云
。
此
宮
昔
は
阿
弥

陀
の
像
を
安
置
し
た
り
と
。

　
建
日
方
別
命
は
宮
内
の
地
主
の
神
に
し
て
岩
山
宮
に

祭
れ
る
神
な
り
。

　
　（
大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日
発
行
　
都
窪
郡
誌
）

別　当
　神社に付属して置かれた
寺院を「神

じん ぐ う じ

宮寺」いう。神
宮寺は明治になって神仏分
離により、神社から分離又
は廃絶させられた。
　この神宮寺或いは神社に
所属し、僧形をもって仏
事を執り行っていた者を
「社

しゃそう

僧」と呼んだ。社僧は奈
良時代からの神仏習合傾向
によりその数を増して行っ
たが、明治になって廃止さ
れた。その社僧の長が別

べっとう

当
である。

　
古
記
に
よ
る
と
当
社
は
か
つ
て
神
武
天
皇
、
八
幡
大

神
（
品ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

佗
和
気
命
）
の
二
柱
を
祀
る
神
社
で
、
永
和
元

年
（1375

）
頃
に
都
宇
郡
早
島
郷
の
屏
風
島
に
古
く

か
ら
有
る
小
さ
な
神
社
で
あ
っ
た
が
、
早
島
の
地
頭
が

早
島
の
氏
神
と
し
て
再
建
し
た
。
こ
の
神
社
の
棟
札
に

「
奉
建
立
祭
屏
風
島
八
幡
宮
元
中
元
（1384

）
甲
子
年

八
月
吉
日
　
大
工
原
田
吉
兵
衛
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
書

き
写
し
て
後
世
に
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
応
永
の
頃
に
青
龍
山
の
吉
備
津
神
社
か
ら
丑
寅
御
崎

大
明
神
を
勧
請
し
た
。
こ
の
時
か
ら
両
社
を
合
わ
せ
祀

る
現
在
の
形
態
に
な
っ
た
。

　
天
文
四
年
（1535

）
屋
根
葺
き
替
え
。

　
文
禄
二
年(1593

）
両
社
改
築
。（
願
主
・
宮
崎
城

　
主
高

※

畠
市
正
貞
政
・
石
見
銀
山
安
原
備
中
守
）

　
慶
長
八
年
（1603

）
八
幡
宮
再
建
。（
本
願
石
州
銀

　
山
安
原
和
泉
守
）

　
慶
長
十
九
年
（1614

）
屋
根
上
葺
。

　
萬
治
三
年
（1660

）
両
社
屋
根
葺
き
替
え
。

　
享
保
四
年
（1719

）
両
社
再
建
。

　
享
保
十
一
年
（1726

）
御
崎
宮
正
一
位
に
昇
進
。

　
宝
暦
三
年
（1753

）
屋
根
葺
き
替
え
。

　
文
化
三
年
（1806

）
両
社
千
木
鰹
木
を
奉
る
。

　
文
政
十
年
（1827

）
屋
根
葺
き
替
え
。

　
嘉
永
年
間
屋
根
葺
き
替
え
。

　
明
治
の
初
年
に
社
号
を
鶴
𥔎
神
社
と
改
称
し
、
同
四

年
郷
社
に
指
定
さ
れ
る
。
こ
の
頃
、
大
宮
司
号
が
廃
止

早
島
町
史
（
由
緒
）
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当
社
の
創
建
は
貞
和
六
年
／
正
平
五
年
（1350

・

南
北
朝
）
庚
寅
二
月
二
十
一
日
、
吉
備
津
神
社
か
ら

丑う
し
と
ら
お
ん
ざ
き
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

寅
御
崎
大
明
神
（
吉
備
津
彦
命
）
を
勧
請
し
た
日

と
さ
れ
る
が
、
早
島
町
史
に
は
「
当
社
は
、
か
つ
て

創
建
の
考
証

神
武
天
皇
、
八
幡
大
神
の
二
柱
を
祀
る
神
社
で
、
永

和
元
年
（1375

）
頃
に
都
宇
郡
早
島
郷
の
屏
風
島

に
古
く
か
ら
有
る
小
さ
な
神
社
で
あ
っ
た
が
、
早
島

の
地
頭
が
早
島
の
氏
神
と
し
て
再
建
し
た
。
そ
の
後
、

応
永
年
間
（1394

〜1409

）
に
吉
備
津
神
社
か
ら

丑
寅
御
崎
大
明
神
を
勧
請
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
神
社
明
細
書
に
は
八
幡
神
社
は
「
正
中
年

間
（1324

〜1326

）
に
神
功
皇
后
が
三
韓
征
伐
の

往
路
、
こ
の
地
の
海
岸
に
船
を
停
泊
さ
れ
お
休
み
に

な
ら
れ
た
の
で
、
里
人
が
喜
び
神
社
を
建
立
し
た
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
の
早
島
は
瀬
戸
内
に
浮
か
ぶ
小
島
で
、
海
を

航
行
す
る
船
が
塩
津
、
無
津
、
長
津
等
の
港
に
寄
港

し
て
お
り
、
神
功
皇
后
も
ま
た
三
韓
征
伐
の
往
復
時

に
、
早
島
の
港
に
も
寄
港
し
た
た
め
、
後
に
な
っ
て

島
民
が
八
幡
大
神
の
神
威
を
戴
く
た
め
に
、
小
祠
を

祀
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
神
社
明
細
書
、
賀
陽
氏
古
書
、
都
窪
郡
誌
で
は
当

社
の
創
建
は
吉
備
津
彦
命
を
勧
請
し
た
と
さ
れ
る
貞

和
年
間
と
さ
れ
、
早
島
町
史
で
は
応
永
年
間
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
吉
備
津
彦
命
の
勧
請
を
契
機
に
、
八

幡
大
神
の
小
祠
と
合
わ
せ
て
両
社
宮
の
形
式
で
そ
れ

ぞ
れ
の
社
殿
を
建
立
し
た
日
を
創
建
と
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
都
窪
郡
誌
に
は
貞
和
六
年
（1350

）
庚
寅
二
月

二
十
一
日
と
年
月
日
ま
で
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
記
述
は
か
な
り
信し
ん
ぴ
ょ
う
せ
い

憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
の
で
、
当
社
の
由
緒
に
は
貞
和
年
間
と
し
て
、
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
た
。
尚
神
職
家
は
東
太
田
家
、
西
太
田
家
、
中
太

田
家
の
三
家
あ
っ
た
が
、
東
太
田
家
、
西
太
田
家
は
明

治
六
年
十
二
月
十
五
日
に
小
田
県
か
ら
士
族
に
編
入
せ

ら
れ
、
明
治
十
年
頃
か
ら
は
専
ら
中
太
田
家
が
社
司
と

な
っ
た
。

　
大
祭
は
毎
年
十
月
二
十
日
、
二
十
一
日
に
執
行
。

　
境
内
社
の
毘
沙
門
天
（
鹿
島
神
社
の
御
神
体
）
は
最

も
古
く
、
今
は
こ
の
像
は
別
社
へ
移
さ
れ
た
。
昔
は
中

之
庄
性し
ょ
う
と
く
い
ん

徳
院
が
別
当
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
が
、
寛
文

年
間
以
後
廃
止
さ
れ
た
。
寛
文
年
間
ま
で
は
祭
礼
の
節

に
は
宮
内
（
吉
備
津
神
社
）
か
ら
奉
幣
使
が
立
て
ら
れ

た
と
、
棟
札
の
写
し
と
し
て
伝
へ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
備
中
賀
陽
郡
史
に
「
吉
備
津
四
十
二
座
の
内

に
早
島
神
社
あ
り
本
宮
於
所
縁
之
神
也
」
と
あ
る
。

　
後
花
園
天
皇
の
永
享
四
年
（1432

）
十
月
二
十
三

日
早
島
丑
寅
御
前
大
明
神
の
梵
鐘
が
鋳
造
さ
れ
、
現
在

は
笠
岡
市
の
遍
照
寺
に
あ
る
。

　
こ
の
鐘
は
、
神
仏
混
淆
時
代
の
遺
物
で
、
当
社
か
或

い
は
、性
徳
院
の
別
当
中
興
宣
深
［
嘉
吉
元
年
（1441

）

四
月
二
十
三
日
死
去
］
が
祭
事
を
奉
仕
し
て
い
た
当
時

に
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
古
鐘
は
岡
山

県
文
化
財
第
二
七
六
号
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。

　
本
社
（
梁
二
間
、桁
三
間
）
幣
殿
（
梁
二
間
、桁
二
間
）

拝
殿
（
梁
二
間
、
桁
五
間
）
随
身
門
、
石
鳥
居
等
は
松

林
中
に
在
る
。

　
多
聞
天
堂
（
方
三
間
）
末
社
稲
荷
神
社
（
方
一
間
）

こ
れ
ら
も
昔
は
性
徳
院
が
奉
仕
し
て
い
た
が
、
寛
文
六

年
（1666

）
吉
田
家
が
神
職
の
資
格
等
を
司
る
事
と

な
り
、
こ
れ
よ
り
後
は
、
太
田
氏
が
奉
仕
し
た
。

　
御
崎
宮
の
相
殿
に
祀
る
八
幡
大
菩
薩
は
八
幡
宮
と
い

う
。
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
勧
請
し
た
の
で
、
菩
薩
号
で

あ
る
。（
備
中
史
）

　
御
神
幸
は
寛
保
元
年
（1741

）
か
ら
始
ま
っ
た
。

毎
年
秋
季
大
祭
に
鶴
𥔎
神
社
・
八
幡
神
社
両
社
の
神
輿

は
神
職
や
氏
子
に
守
護
さ
れ
て
、
途
中
数
度
の
御
休
憩

を
と
ら
れ
つ
つ
御
旅
所
の
龍
王
山
に
渡
御
遊
ば
さ
れ
御

昼
食
の
神
饌
を
お
供
え
し
、
午
後
か
ら
御
旅
所
出
発
し

て
御
帰
還
と
な
る
。

　
　（
昭
和
三
十
年
三
月
二
十
五
日
発
行
　
早
島
町
史
）

　高畠氏は信濃国小笠原流
で、阿波国を経て備前児島
に移住し、高畠城（玉野市
上山坂）を本拠にしていた。
　また、高畠和泉守は小串
村（岡山市小串）に城を築
き、元亀３年（1572）から
天正 17 年（1589）まで居
城していたが、廃城に伴い、
子息の高畠市正右近は早島
の宮崎村に移住した。高畠
市正右近と高畠市正貞政は
同一人物とされる。

 
たかばたけいちのかみさだまさと

高畠市正貞政 

第 2節　由　緒


